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【論文の内容の要旨】 
持続可能な社会基盤を構築するには，建物の長寿命化を計ることが非常に重要である。
プレキャストの RC柱及び梁にアンボンド PC鋼材を貫通させ，緊張力を導入することで両
者を一体化するアンボンド PCaPC圧着工法は，地震被害を受けて劣化した部材を比較的簡
易に交換できる点やグラウト充填作業が不必要な点，また部材の損傷を部材端部に集中さ
せる損傷制御が可能な点等から，建物の長寿命化のために有望な構法になり得る。 
2007年度の国土交通省告示改正によりアンボンド PCaPC 部材を建物の主要構造部材に
利用することが認められ，近年日本建築学会では 「プレストレストコンクリート造建築物
の性能評価型設計施工指針(案)・同解説（2015）」が刊行された。このような規準・指針の
発展とともにアンボンド PCaPC造架構の使用が増加しつつあるが，その性能評価型設計法
の確立のための資料は未だ十分とは言えず，耐震構造として高優位性を有する本構造を普
及・活用するためには，その部材並びに架構全体の保有耐力や変形能力をより明らかに把
握する必要がある。特に，梁曲げ破壊先行型として設計される本構造において，地震時に
架構に必要とされる耐震性能を検証するには，梁部材における特性点（曲げひび割れ点，
曲げ降伏点，曲げ終局点，限界変形点）の耐力や変形を適切かつ精緻に評価する算定法が
要求される。また，近年 RC構造の研究において，梁曲げ終局強度に対する柱曲げ終局強度
の比，即ち柱梁曲げ強度比が 1.0に近い場合には柱梁接合部のせん断強度が十分強く，梁曲
げ破壊と想定した接合部でも柱梁接合部内で柱主筋と梁主筋の両方が引張り降伏し最大耐
力に達する接合部曲げ破壊機構が指摘された。接合部曲げ破壊が先行するときの最大耐力
は梁曲げ終局強度の計算値より低いため，建物が危険な状態になる可能性が高いが，RC構
造のように接合部曲げ破壊を想定したアンボンド PCaPC造架構の研究事例，即ち柱梁曲げ
 
 
強度比に着目した実験及び研究例は殆どない。 
そこで本論文では，柱梁曲げ強度比及びスラブ或いは直交梁の有無を実験変数とし，先
ずこれらがアンボンド PCaPC 造架構における柱梁接合部と梁の耐震性能に与える影響を
実験的に検討した。そして，梁曲げ破壊性状が卓越し建物の殆どを占める十字形柱梁部分
架構の梁部材を対象に，力学的根拠に立脚した梁曲げ耐力及び変形評価用マクロモデルを
構築し，複雑な数値計算ではなく簡易な形で梁部材の荷重－変形関係における特性点の耐
力及び変形を定める実用的な評価式を提案した。本論文は以下の 5章から構成される。 
第 1 章では，本研究の目的と論文の構成を述べるとともに，研究の背景となる既往の研
究を整理し，本研究の位置づけを明らかにした。 
第 2章では，柱梁曲げ強度比及び試験体形状を実験変数としたアンボンド PCaPC造十字
形柱梁部分架構の正負交番繰り返し載荷実験結果について述べた。本実験結果よりアンボ
ンド PCaPC造十字形部分架構の破壊モードや耐力を詳細に検討し，各部材の変形成分と柱
梁接合部への入力せん断力を精緻に分析することにより，終局耐力時の破壊モードは柱梁
曲げ強度比に関わらず，PC鋼材の降伏以前に梁付け根コンクリートの圧壊が先行する梁曲
げ破壊型になったことを確認した。また，梁部材の荷重－変形関係とその特性点，即ちひ
び割れ発生時，PC鋼材の弾性限界時等との関係についても詳しく検討した。 
第 3 章では，第 2 章の実験結果に基づき PC 鋼材の降伏以前に梁付け根コンクリートの
圧壊が先行する梁部材の力学特性についてより詳細に把握した。PC鋼材の降伏よりも梁付
け根コンクリートの圧壊が先行する梁部材の荷重－変形関係評価法はまだ確立されていな
い。よって，第 4 章の「十字形柱梁骨組の梁部材における荷重－変形関係の評価手法」を
提案すべく，このために最も重要となる因子，即ち梁材軸に沿った任意断面での中立軸位
置や圧縮縁及び引張縁コンクリートのひずみ分布等を実験結果から分析した。更に，アン
ボンド PCaPC部材固有の構造特性を用いてこれらの推定式を理論的に提案し，その推定値
と実験値を比較することにより，提案手法の妥当性を検証した。 
第 4 章では，第 2章の実験結果及び第 3 章の検討結果に加え，力学的根拠に立脚した梁
曲げ耐力及び変形評価用マクロモデルを構築し，複雑な数値計算ではなく簡易な形で PC鋼
材弾性限界時及び梁曲げ終局時の耐力及び変形を定める実用的な評価式を提案した。本マ
クロモデルでは梁断面の PC鋼材が上下等量・対称配置されたアンボンド PCaPC造十字形
部分架構を対象としており，架構全体の梁 PC鋼材位置に生じる梁材軸方向への軸変形量と
PC鋼材の全伸び量は等しいという変形の適合条件，梁断面における PC鋼材の引張合力と
コンクリートの圧縮合力との力の釣り合い条件，また梁圧着面における平面保持の仮定等
を用いた。最後に，提案した評価手法により求めた各特性点での梁せん断力及び梁部材角
と第 2 章の実権結果及び既往の実験研究から得られた実験値との比較を行い，本提案式の
妥当性について検証した。 
第 5 章では，本研究から得られた全体のまとめについて述べた。また，依然未解決の問
題を把握し，今後の展望を示した。 
